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平成18年９月25日（月曜日）

午前10時３分開会

会議に付した案件

○意見交換会

農業生産者代表及びＪＡ経済連

社団法人宮崎県工業会

○委員協議

（１）県外調査について

（２）次回委員会について

（３）その他

出席委員（12人）

委 員 長 河 野 哲 也

副 委 員 長 十 屋 幸 平

委 員 川 添 睦 身

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 外 山 三 博

委 員 永 友 一 美

委 員 萩 原 耕 三

委 員 中 野 一 則

委 員 外 山 衛

委 員 宮 原 義 久

委 員 外 山 良 治

委 員 山 口 哲 雄

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

○生産者代表及びＪＡ経済連との意見交換会

ＪＡ経済連

園 芸 農 産 部 長 山 口 庄 一

生産者代表

トマト部会代表者会議会長 林 田 寿 利

きゅうり部会代表者会議

副 会 長 山 中 幸 博

促成ピーマン共同計算委員会

委 員 長 福 田 誠

促成ピーマン共同計算委員会

副 委 員 長 井 口 俊 明

○宮崎県工業会との意見交換会

（社）宮崎県工業会

専 務 理 事 川 井 徳 之

事 業 担 当 課 長 羽 生 宗 浩

旭化成（株）

購 買 物 流 統 括 部

延岡購買物流グループ長 高 野 善 広

延岡支社総務部長 水 永 正 憲

旭有機材（株）

取締役延岡本社統括室長 矢 野 源 治

王子物流（株）

日 南 事 業 所 所 長 児 玉 満之進

事務局職員出席者

政 策 調 査 課 主 事 近 田 暁 洋

議 事 課 主 査 永 田 清 文

ただいまから総合交通・流通対○河野委員長

策特別委員会を開会いたします。

初めに、前回の７月末の委員会で資料要求の

。ありました件につきまして御報告申し上げます

農政水産部から農産物の輸送等に関する資料、

地域生活部からＪＲコンテナへの広告及びＴＲ

利用者の負担増に関する資料の提出がありまし

たので、お手元に配付しております。後ほどご

らんいただき、御確認をお願いいたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程案をごらんください。本日

は、まず生産者代表の方とＪＡ経済連との意見
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交換会、その後、宮崎県工業会との意見交換会

を開催し、意見交換会終了後、県外調査につい

て御協議いただきたいと思いますが、このよう

に取り進めてよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○河野委員長

します。

では、早速、意見交換会に入りますが、生産

者代表及びＪＡ経済連の方々の入室のため、暫

時休憩いたします。

午前10時５分休憩

午前10時６分再開

それでは、ただいまより総合交○河野委員長

通・流通対策特別委員会意見交換会を開会いた

します。

本日は、まず生産者代表及びＪＡ経済連の方

々と意見交換会をさせていただきますが、一言

ごあいさつ申し上げます。私は、宮崎県議会総

合交通・流通対策特別委員会の委員長を務めて

おります延岡市選出の河野哲也でございます。

当委員会は、本県の総合交通及び流通に関する

調査を行うことを目的として設置された委員会

でありまして、総合交通網の整備促進や県民の

移動手段の確保、本県生産物の流通など幅広い

観点からさまざまな調査活動を行っているとこ

。 、ろでございます 本日は調査活動の一環として

農産物流通の現状等につきまして意見交換会を

させていただきたいと考えておりますので、何

とぞよろしくお願い申し上げます。御出席いた

だきました皆様方には大変お忙しい中、御協力

いただきましたことに対し心より感謝を申し上

げて、簡単でございますが、ごあいさつとさせ

ていただきます。

次に、委員を紹介いたします。まず、私の隣

が日向市選出の十屋幸平副委員長です。続きま

して、皆様から見て左側から、宮崎市選出の川

添睦身委員です。宮崎市選出の外山三博委員で

す。都城市選出の萩原耕三委員です。日南市・

南那珂郡選出の外山衛委員です。小林市選出の

宮原義久委員です。続きまして、皆様から見て

右側から、西臼杵郡選出の緒嶋雅晃委員です。

児湯郡選出の永友一美委員です。えびの市選出

の中野一則委員です。宮崎市選出の外山良治委

員です。延岡市選出の山口哲雄委員です。どう

ぞよろしくお願いいたします。

次に、ＪＡ経済連園芸農産部長山口庄一様よ

り本日御出席の皆様の御紹介をお願いいたしま

す。

ただいま御紹○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

介いただきました経済連の園芸農産部を担当い

たしております山口でございます。よろしくお

願い申し上げます。きょうは被告人ではないと

いうことを心に言い続けながらやってまいりま

した。多少緊張いたしておりますけれども、よ

ろしくお願い申し上げたいと思います。

きょうは生産者の方々４名を連れてまいりま

した。経済連の野菜の取り扱いがアバウトで400

億でございます。そのうち、キュウリが100億、

ピーマンが80億、トマトが40億ということで、

３つ合わせますと経済連の取扱高の約６割以上

を占めるわけでございまして、その主たる品目

の３品目をつくられておられる生産者、各地区

から来ていただきました。皆さん４名ともそれ

ぞれ宮崎県におきますところの部会の代表者の

方々でございますので、御紹介を申し上げたい

というふうに思います。

まず、私の隣でございますけれども、ピーマ

ンを宮崎市の方でつくっておられます、県下の

促成ピーマンの共計委員会の委員長もされてお
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ります福田誠でございます。それから、同じく

県下促成ピーマンの共計委員会の副委員長をさ

、 、れております 西都出身でございますけれども

西都の方でピーマンをつくられておりますけれ

ども、井口俊明でございます。それから、私ど

もの品目の中で100億を超す品目、キュウリとい

うことで、キュウリの県下の部会代表者の副会

長をしていただいております、都城市でキュウ

。リをつくられております山中幸博でございます

それから、最後になりますけれども、トマトの

県の部会代表者会の会長をしていただいており

ます、日向、西郷の方でミニトマトをつくられ

ております林田寿利でございます。

以上４名参りました。よろしくお願い申し上

げます。

ありがとうございました。それ○河野委員長

では、まず、ＪＡ経済連における本年秋からの

一元分荷販売、一元配車体制等につきまして御

説明をお願いしたいと思います。よろしくお願

いいたします。

それでは、委○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

員会の皆様方から課題を３ついただいておりま

。 、す 10分で述べろということでございますので

はしょってですけれども、述べさせていただき

たいと思います。

資料の１ページをおあけいただきたいと思い

ます。第１番目の課題、本県生産物の物流体制

の現状と課題についてということでいただいた

ところでございますけれども、これは（１）か

ら（６）まで書いておりますけれども、皆様方

御存じのとおりでございまして、私ども宮崎県

は遠隔地輸送園芸地帯に立地をしているという

ことでございます。そういった兼ね合いから合

理的で効率的な輸送体系がどうしても必要に

なってくるというのを（１）で述べさせていた

だいておるところでございます。

また （２）で、そうした中で残念ながら青果、

物の価格は安値基調で推移しております。そう

した中で我々が生産者の手取りアップをするた

めには、運賃でありますとか、選果場経費等の

物流経費の削減をどうしても図っていくという

課題が一つあるということでございます。これ

を（２）に述べております。

それから （３）で物流環境の変化ということ、

で、これも議員の皆様方御存じのとおりでござ

いまして、遠隔地産地でありますけれども、残

念ながらフェリー便の廃止、京浜航路でありま

すとか貝塚航路廃止によりますところの輸送環

。 、境が悪化しておるという現実があります また

トラック輸送が主体でございますけれども、道

路交通法等の改正によりまして、90キロリミッ

ターの制限でありますとか、排ガス規制等が強

化されているということでございます。また、

トラック乗務員の適正労務管理が必要になって

くるということで、これは一方で輸送時間が長

くなってくるというようなでデメリットも生ん

できておるという現実があります。また、原油

価格高騰によりますところのトラック燃料費の

アップ等によりまして運賃値上げ等の懸念があ

る、これも一つの課題であろうというふうにと

らえております。

また （４）でございますけれども、ＪＡ単位、

での配車配送となっているために合理化、効率

化に限界が生じております。こういった部分に

ついて毎日、消費地の市場の一市場に宮崎から

各ＪＡごとにトラックが入ってきているという

現状があるということでございます。この部分

をどうしても効率化をしていかなければならな

いという課題があるわけでございます。

、（ ） 、（ ）それから ５ でございますけれども ３
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の物流環境の変化と一緒になりますけれども、

私どもモーダルシフトを進めておりますけれど

も、17年度の輸送手段の実績を見てみますと、

トラック輸送が93％、海上輸送が4.5％、ＪＲコ

ンテナが2.5％というふうに、それぞれ前年度か

らしますとモーダルシフトは進んでおりますけ

れども、京浜航路の休止でありますとか貝塚航

路の相次ぐ休止の中でモーダルシフトが順調に

進んでいるとは言えない状況下にあるというこ

とも事実でございます。

（６）でございますけれども、私ども暑いと

ころでございまして、そういった部分での予冷

庫等の完備等が問題になっておりまして、品質

の向上の部分から予冷庫の完備されたコールド

チェーン化が図られていない現実がございます

ので、これについても品質向上の面からコール

ドチェーン化を図っていかなければならないと

いうふうに考えております。以上が本県青果物

輸送におけるところの課題ではないかというふ

うにとらえておるところでございます。

あけていただきまして２ページをお願い申し

上げます。もう一つの委員会の方からの課題提

供で、京浜及び貝塚航路廃止による影響につい

てどうだということでございまして、次のよう

にまとめさせていただきました。マリンエキス

プレス京浜航路が昨年６月18日に休止をされま

した。16年度実績で見ますと、経済連実績でご

ざいますけれども、約３万トン弱が京浜への青

果物の輸送実績でございます。そのうち、京浜

航路の利用は7,200トンを占めておりまして、京

浜実績におきますところの24％を占めておる実

態がございます。そうした24％を占めている部

。分が昨年休止をされたということでございます

（２）で課題と影響度を述べておりますけれ

ども、7,224トンの路線変更なり新規路線の開拓

が必要となったということでございます。②で

は、物流コスト削減なり安定輸送を目的として

海上コンテナへの積極的なモーダルシフトを進

めてまいってきておりますが、こうした休止に

伴いまして停滞をしておるという現実がありま

す。また、一部はシャトルフェリー、大分発で

ございますけれども、そういったところであり

ますとかいろんなところにシフトをしておりま

すけれども、トラック陸送へシフトした部分に

ついては輸送コストは上がっておる現実がある

ということでございます。また、大分発のシャ

トルフェリー等については、着時間等の問題も

出てきておりまして、着時間が遅いということ

でおろし箇所が制限されるということ、これに

ついては、青果物をやはり我々としては市場の

方に12時前につけなくてはならないという現実

問題から、延着の可能性があるということで非

常に危惧いたしておるところでございます。ま

た、⑤として、大阪航路（南港・貝塚）から陸

送で京浜に入るという代替輸送案を出しており

ますけれども、この部分についてもコストの上

昇が見られるということでございまして、それ

ぞれの運送会社の方から値上げ要請も各ＪＡに

上がっておるというふうに聞いておるところで

ございます。また、陸送が長くなりますと、定

時輸送というのが厳しい状況に追い込まれると

いう現実もあります。また、⑥でＪＲコンテナ

へのシフトも図ってまいりましたけれども、必

要枠の確保が非常に厳しい現実があるというこ

とでございます。また、ＪＲコンテナへのシフ

トにつきましては、積み込み時間を早めなけれ

ばならないということで、生産者の方にも受け

入れ時間を早目にしなければならないという現

。実問題が起こっておるという実態がございます

また、本年の４月30日に貝塚航路が休止にな
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りましたけれども、この影響といたしまして、

京浜航路に次ぐ貝塚航路の休止ということにつ

いては、海上コンテナを積極的に利用していこ

うとしておりましたモーダルシフトの面でコン

テナ枠の大幅な減少になるということでござい

まして、南港航路なり、シャトルフェリー等の

運送枠の方に行くわけでございますけれども、

その部分で逼迫をしてきておるということでご

ざいます。農産物の安定的なコンテナの枠取り

。 、が困難になってきている現実があります また

各業界からそれぞれの運送枠取りにより集中を

することになりますので、フェリー運賃等の値

上げが懸念されるところでございます。以上、

京浜航路の休止また貝塚航路休止に伴いますと

ころの影響についてこのように考えておるとこ

ろでございます。

今後の物流体制についてということで委員長

の方からもありましたけれども、今後の物流体

制について県下ＪＡなり経済連なり生産者がど

のような物流体制を考えておるのかということ

。について若干御説明を申し上げたいと思います

物流改革については、３つの改革の骨子がござ

いまして、３つの観点から我々としては改革を

進めていっております。１つは、ＪＡと経済連

が一体となった販売力の強化ということでござ

いまして、それぞれのＪＡが販売するのではな

くて、県下一元販売部署の中で一元分荷販売体

制を確立していこうということでございます。

既に経済連の中に８ＪＡの皆様方から出向をい

ただきまして、一元分荷販売の体制の確立に向

けて本年度開始と同時に確立を図っていってい

るところでございまして、何としてでも我々と

してはこの販売体制を確立していかなければな

らないと考えているところでございます。

また、一方で、販売体制を確立した中で物流

コストを削減していかなければならないという

問題がございます。その意味で一元配車体制の

確立ということでＪＡグループが一体となった

物流コスト削減に取り組んでおります。これは

先ほど来いろいろな物流に対する課題がござい

ますけれども、県下一元化することによって合

理的、効率的配送をつくり上げていきたい、構

築していきたいというふうに考えています。

３番目でございますけれども、ＪＡ枠を超え

た物流施設の見直しということで、物流拠点の

集約整備を進めさせていただいております。最

終的には平成25年度をめどに順次計画を立てさ

せていただいておりますけれども、今80数カ所

あるＪＡの集出荷場を25年度を目途に半分程度

に集約整備を図った中で合理化、効率化を目指

。 、してまいりたいというふうに思います その間

また品質向上を目指す視点からも予冷庫なり予

冷施設等の完備を図っていきたいという考え方

でございます。

その中で、一元配車体制というのが今般の大

きなことになるわけでございますけれども、一

元配車体制の確立については、絵にかいてあり

ますように、具体的にはこういうことでござい

ます。効率的、合理的な運送ということで、現

、 、在 各ＪＡの方からそれぞれの指定市場の方に

この絵では５台出ておりますけれども、それぞ

れ一市場の方に向けてそういう配送体制になっ

ておるわけでございますけれども、改革イメー

ジとしては、それを各ＪＡから一元的に一元配

車部署でまとめて、荷物はこれだけあるよとい

うことでわかれば２台に集約できる。また、モ

ーダルシフトの推進によって、ＪＲコンテナな

り海上コンテナに特化することによって輸送の

価格を下げていきたいという考え方でございま

して、５台を２台に、こういうイメージの中で
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一元分荷配車体制を構築しておるところでござ

います。

以上３点を物流改革の骨子として今、経済連

とＪＡ、生産者、一体となって進めておるとこ

ろでございます。

４ページでございますけれども、最後になり

ますが、コンテナ枠の確保ということで、これ

も先ほど来、休止の後コンテナの枠確保がなか

なか難しいということを述べさせていただいて

おりまして、今後の対策と書いておりますけれ

ども、海上コンテナにつきましては、宮崎カー

フェリーの輸送枠確保の交渉なり、また県外フ

ェリーとの輸送枠の交渉については、５ページ

の方で、それぞれ大分発でありますとか、鹿児

島発でありますとか、神戸着でありますとか、

そういったもろもろの県外のフェリー会社等の

輸送枠確保に向けて一元配車部署が交渉を行っ

ておるところでございます。そうした中で皆様

方にもお願いを申し上げたいということでござ

いますけれども、宮崎港からの京浜航路の再開

に向けてどうかこの部分をよろしくお願い申し

上げたいということで、勝手ではございますけ

れども、要請事項として上げさせていただいた

ところでございます。

（２）のＪＲコンテナにつきましては、輸送

枠の増加交渉に向けて今、取り組んでおるとこ

ろでございます。また、県外のＪＲコンテナ駅

の利用検討、今、宮崎県におきましては、佐土

原で以前あったわけですけれども、延岡の方に

コンテナの駅については集約されております。

延岡の１駅でございます。その部分では足りな

い部分、ＪＲコンテナをもっと利用したいとい

うことで県外のＪＲコンテナ駅の利用等につい

ても私ども一元配車部署の方で検討させていた

だいております。しかしながら、園芸等につき

ましては、宮崎近郊が主産地でございます。そ

ういった部分からも、要請事項の方で上げさせ

ていただいておりますけれども、宮崎市近郊へ

のコンテナ発車基地の誘致等についても御検討

をお願いできたらということでの要請をさせて

いただいたところでございます。

５ページについてはいろいろなカーフェリー

等の航路が消費地に向けありますので、鋭意そ

の部分での交渉を我々は行っているということ

での資料でございますので、お目通しをお願い

申し上げたいというふうに思います。

以上、委員会からいただきました課題等につ

いての我々の考え方なりを申し述べさせていた

だきました。本日の委員会は生産者と皆様方の

意見交換が主たるものであるというふうに考え

ておりますので、以降、生産者の皆様方のそれ

ぞれの考え方があろうかというふうに思います

ので、よろしくお願いを申し上げまして、私の

方の説明は終わらせていただきたいというふう

に思います。どうもありがとうございました。

ありがとうございました。それ○河野委員長

では、これまで御説明いただきました内容につ

きまして、または生産者の皆様に委員の方から

何かお聞きしたいことがあればお願いいたしま

す。

では、せっかくの機会でございますので、生

産者の方々の方から、もしこちらの方にありま

したら。

共計委員長の○福田促成ピーマン共計委員長

福田でございます。

、 、今 経済連の部長の方から現状と今後の対策

要請等がありましたけれども 私もその線に沿っ、

てお願いをしたいと思います。かつて宮崎は陸

送とカーフェリーが主体でなされていたわけで

ありますけれども、いろんな船会社の経営上の
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問題でカーフェリーの大半が廃止になった現状

があります。しかしながら、私も一人の生産者

として、宮崎は皆さんも御承知のように輸送園

芸地帯でございます。行政もＪＡも産地間競争

に勝つために、コストを下げてやらなければ大

都市近郊の園芸地帯に勝つことはできないとい

う目標の中に、カーフェリー等も導入して積極

的にコンテナ輸送に取り組んできたわけであり

ます。私も、県外の大都市近郊の、東京で言え

ば茨城、千葉、埼玉、群馬、長野あたりの園芸

地帯をよく見させていただきました。また、愛

知、静岡等も、とてもじゃないが運送賃は半額

もしくは３分の１、鮮度も我々のものと同じ日

。に収穫しても翌日販売で立派なものが届きます

生産者の手取り単価は同じ品物でも何十円かの

差がつくわけです。それに対して我々は差がつ

いた上に運賃がキロ当たり20円、30円かかるわ

けですね。そういうことではいけないというこ

とで県も過去フェリーを就航させ、また松形知

事の時代にテクノスーパーライナーを導入して

やろうということで宮崎港の整備もなされまし

た。また、ＪＡも県と一体となって集配送セン

ターも完備して これを一元集荷することによっ、

て輸送コストを下げよう、輸送園芸地帯の不利

を打開しようということでやられたわけであり

ますけれども、今考えてみますと、宮崎港もフ

ェリーの利用ができない、集配送センターも最

大限の機能が発揮できないという現状がありま

す。ということは、いろんな経済の原則があろ

うかと思いますけれども、今、経済連の方の要

請があったように、もう一度こういうカーフェ

、リーを京浜市場に向かって就航ができるような

行政とＪＡが一体となって雰囲気を盛り上げて

いただきたいと私は考えます。それに関して委

員の皆さん方の過去の習いから現状、今後の取

り組みの姿勢、考え方をお聞かせいただくと幸

いだと思います。以上です。

ほか、ございますでしょうか。○河野委員長

関連という○井口促成ピーマン共計副委員長

形ですが、農家の現状というものを少しお話し

させていただきたいと思います。重油の高騰と

いうのは皆さん御存じのとおりでして、その中

におきまして、農家で不可欠なビニール資材、

肥料、運送コスト、経費等に関しましては、生

。産者だけではどうにもならないものがあります

この会でお願いしたいことは、今回ありますよ

、 、うに運送のことに関して カーフェリーですと

京浜地区に運ぶにもトラックと海上コンテナを

使った場合にはキロ５円が違うというふうに聞

いております。生産者の先ほどありましたよう

に安値基調の中で、キロ５円というのは物すご

く大きな値段だというふうに考えております。

重油の高騰におきまして、西都でのピーマン

を例に挙げさせていただきますと、西都では30

アールを平均としてピーマンをつくっておりま

す。一昨年までは反当油代は60万、そして180万

の油代をかけておりましたが、重油の高騰によ

りまして、私たちも省エネに対しての努力もし

てきましたが、反当100万円、３反でいきます

と300万という、120万のアップとなっておりま

す。120万というのは純利益からの差し引きです

ので、今の農家にとってはかなりの厳しい状況

に置かれておりますので、その点、御承知いた

だきまして、運送コストについても御協議の方

よろしくお願いしたいと思います。以上です。

林田です。○林田トマト部会代表者会議会長

よろしくお願いします。

私、県北の今度合併しました美郷町なんです

けれども、日向圏域物流対策事業ということで

前は県を主体にして輸送体制に助成で事業を
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行っておりましたけれども、県の方がなくなっ

て、今は市町村、ＪＡ、生産者でその継続で事

業を行ってもらっております。それについては

大変私たち生産者も助かっておるところです。

先ほど部長の方が言いましたように、経済連を

中心とした一元化が早く実現した方がいいとい

う声があるにもかかわらず、なかなか前に進ま

ないのが現状であります。いい案は持っている

中に、そこで何が一番ネックになっているのか

ということを考えるところもあるし、いろんな

、 。場面で話が出るも 前に進まないのが現状です

私たち日向のことを言いますと、海抜ゼロか

ら1,000メーターまでの用地を擁しております。

中山間地に行くほど、中央でもそうでしょうけ

れども、地域間格差が出てくる。そのためにも

やはり一元化でやってもらいたい。先ほどの部

、 、 、長の経済連の方向性をぜひとも県 議会 ＪＡ

経済連一体となって早急に取り組んでもらいた

いという現状です。先ほど単価的にも言いまし

たけれども、重油の高騰もありますけれども、

販売単価で見たときに、市場手数料、それから

出荷経費、運賃を見ますと、販売単価の中で今

のところ32％ほど占めておるのが現状です。そ

れにまた燃料費、いろいろなコスト関係を見た

ときでも、生産者、今、安値で現状が推移して

いるところですけれども、安心・安全、宮崎県

が提唱している地産地消の問題にしても、やは

り農家も一生懸命やっていますので、どうかこ

の点についてもよろしくお願いしたいという考

えを持っております。以上です。

私の方○山中きゅうり部会代表者会議副会長

からも述べさせていただきたいと思います。先

ほど来出ておりますけれども、今回の原油高で

今、農家がどういう状態にあるかということを

報告させていただきたいと思いますけれども、

現状であと２～３年、早ければ１～２年、この

ままの原油高でいきますと宮崎の農家もつぶれ

ると、私はそのぐらい考えております。せっか

く私もここに呼ばれておりますので、皆さん方

にお願いしたいのは、県としての独自の農家援

助対策といいますか、そういうのを早急に考え

ていただけないかと思っております。この流通

にしましてもそうですけれども、現状の一番の

、 。課題は流通 それと原油高だと思っております

今、現状としまして、西都さんもそうですけれ

ども、都城の方も盆地ということで大変寒いわ

けですけれども、今までの倍のコストがかかる

ということで、農家としてもコスト削減という

ことでいろんな形で努力しておりますので、Ｊ

Ａ、行政、一緒になっていただいて、もう少し

。ここを考えていただきたいなと思っております

。南九州というのが食料基地かと思っております

その中で宮崎県の大事さというのはやはり全国

に訴えていかなくてはいけない部分かなと思っ

ております。きのうでしたか、おとといでした

か、価格安定制度ということで農業新聞にも国

の方で考えておられるということで載っており

ましたけれども、私は、宮崎県独自の何かそう

いう対策を考えていただけたらありがたいと

思っております。よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。現場○河野委員長

の貴重な声として受けとめていきたいと思いま

す。

委員の方からありましたら、お願いいたしま

す。

部長にお伺いしたいと思います。○永友委員

一元集荷、これは今、始まったことじゃないん

ですね。もう何年になりますか。宮崎にあれだ

けの集荷場を設置されて、輸送体制を強化して

いくんだというのは以前から言われて、今まだ
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そこに一元集荷ということは、何がネックだと

おっしゃいますか。確立できないネックはどこ

にあるというふうに。

永友委員の○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

おっしゃったことは、広域集配送センター等も

つくり上げて一元集荷体制をやってきたじゃな

いかということで、何を今さらそういったまた

変えるのかということも含めての御質問だろう

というふうに思いますが、ネックは何かと申し

、 、 、ますと 私 個人的な考え方を申し上げますと

一緒にやっていこうという醸成感があったかど

うかということに帰すると、最終的にはそうだ

というふうに思っております。これだけ農産物

価格が高値から安値基調になってきた中、ＪＡ

も生産者も自分たち個人でやっていけないと。

以前はまだまだそれなりに余力は確かにあった

と そこの中でまだ早いじゃないかと そういっ。 、

た部分が我々経済連の中にも組織の中にもあっ

たというのは事実だというふうに思います。と

ころが、これだけ逼迫をしてきた中で、これか

らやっていかなければもう生きていけないとい

うことに気づいたというんですか、本当にそれ

が正しい道なんだということに改めて我々が気

づいたということが一番大きい、今までの考え

方と違ってきている部分ではないかなというふ

うに思っておるところでございます。そこだと

いうふうに思います。

今、農協が県下13ですか、これの○永友委員

集荷場が、先ほどから伺いますと全部で80がど

うのこうのおっしゃいますね。そういう体制が

今までずっと続いたのかなというふうに考えま

すと、おっしゃいますようにこれだけの物流コ

スト的なものからしますと、なぜ系統の段階で

もう少し早目にそのあたりの意見が出てこない

のかなというふうに私はちょっと歯がゆく思う

んですけど。

この80カ所と○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

いう問題については、それぞれの時代には当然

生産者の方々からここにつくってくれというこ

とでそれなりの重要性はあったわけでございま

す。ところが、宮崎県の農産物の産出高、生産

数量というんですか、これは年々、残念ながら

維持拡大はできてない、減少傾向にある中で、

そういった部分で集約を図っていかなくちゃな

らんということに我々としてはＪＡも一緒に

、なって気づいてくるわけでございますけれども

ある一定時期については、80カ所というのは当

然生産者の利便性でありますとかそういった部

分では必要不可欠であったということでござい

ます。しかしながら、今、生産量が減ってきた

中でやっぱり集約整備というのに入らなくちゃ

ならない。一たんでき上がったものを集約する

というのはなかなか難しい面があるんです。あ

るんだけれども、コストの面から見てここに立

ち入らなければ、これから生産者の手取りであ

りますとか、農協の経営等も当然考えていかな

ければならない問題もありますので、我々はそ

こに全ＪＡと生産者の皆様方に一昨年ですか、

こういった物流改革大綱というものを示させて

いただいて、80カ所を平成25年度に半分程度に

持っていきましょうと、その中で集約整備を進

めていくことが生き残りですよということを我

々は訴えてきたということでございます。

80カ所が、機能は今まで十分発揮○永友委員

したと私は思うんです。だめだったということ

は言いません。ただ、そういう中で将来を見越

して、こういう状況になれば一日も早く組織の

統合が一番大事かなというふうに考えます。皆

さん方生産者代表でもありますし、部長でもご

ざいますから 経営者に言いたいのは 宮崎県13、 、
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の単協がなぜ今の時代に一つになれないのとい

うふうに私は感じます 中身的に同じ仕事をやっ。

ているわけですから。それはそれぞれ問題ある

でしょう。私もその経験があるんですが、やは

り今の時代はまとまるべきはまとまって、それ

ぞれの地域性を生かしながら、遠隔地にありま

す宮崎県はそういう構想を持たないとやってい

けませんよ、はっきり言いますと。皆さん方に

訴えるわけじゃないんですが、経営者感覚がか

なり先行していかないと宮崎県農家は生きられ

ないよというふうに私は申し上げたいんです。

そこにいろいろ私たちは農政水産部と話します

と 「いや、うまくいっています。何もありませ、

ん」というのがすぐ返ってくるんです。なぜそ

うかと。農家の皆さん方からいきますと、我々

地元でもかなりの意見、苦情を聞くんです。ど

こがどうなっているのというふうに私はどうも

……。担当部あたりの意見を聞きますと、協議

をしてうまくいっていますというのが出るんで

。 、す それは協議はされてくるでしょうけれども

今の現実問題点が露骨に出てこないというのに

何だこの組織はというふうに私は声を大きくし

たい。我々は農家サイドからのものを申し上げ

ていかざるを得ないんです。非常に苦しんで今

まで苦労されておるのはわかります。しかし、

これでよいのかということを常に持った上で

やっていただく、そこに我々も使ってほしいと

いうふうに私は思います。以上です。

今の件につい○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

て、組織整備の面から私一部長がそんなことを

言える立場にはございませんのでなかなか難し

い面もございますけれども、永友委員の考え方

等については全く同じ考え方でございまして、

そういった意味で我々は、先ほど申し上げまし

た物流改革の３つの骨子をつくって、全ＪＡ、

全生産者の方々にやっていきましょうというこ

とを申し上げているところです。これは組織整

備から入るのではなくて、事業の一体化から入

りましょうということでございます。組織整備

がなかなか現実問題として難しいのであれば、

園芸事業では事業の一体化をしましょうという

ことの我々のあらわれでございまして、それは

まさしく将来的には組織の一体化というふうに

なるんでしょうけれども、まず、事業面で一体

化をしましょうと。これについては宮崎県行政

の皆様方も一緒になって我々に御協力をいただ

いておるということは一言申し上げておきたい

と思います。今、永友委員がおっしゃったこと

については、それぞれきょうは生産者の方々の

思いがあろうかと思いますので、生産者の方々

から聞いていただければというふうに思ってお

るところです。以上です。

私も大田市場とか大阪の中央市場○緒嶋委員

とか行って、落合さんやらにも何回かお会いし

て、やはり今言われたように一元集荷をしてい

かんと産地間競争で、今までは宮崎県の農協ご

との産地間競争というのが主に出てきたから、

一元集荷がなかなか難しかったんじゃないかと

。 、思います 今後は今言われたように全体として

宮崎も宮崎中央とか西都とか言ってなくて一体

的なもののとらえ方、今言われたようなふうに

進んでいかなければ、私も千葉とか茨城、埼玉

と行っていますが、言われたとおり、コストで

違うし、新鮮度で違うわけです。そういうこと

を考えたら、輸送園芸であるという宮崎県の置

かれている立場をみんなが共通認識を持ってど

うするかという、今、部長の言われたような気

持ちで進まないと生き残れんのじゃないかと。

それと外国の野菜も入ってくるわけですから、

今、中国からもちょっと減っておるといいます
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か、いずれそれをクリアして中国はまた日本に

攻めてくるだろうと思うんです。そういうこと

を考えたら、今言われたように一元集荷、一元

配車体制の確立というのはぜひ早目に各農協ご

との生産者の皆さんがその気持ちにならなけれ

ば、経済連だけが一生懸命そうなっても各単協

の農協の組合長さんが足踏みしておってはどう

にもならんと思うんです。やはり生産者の皆さ

んがいろいろな障害をクリアして一体的にやろ

うと。重油の値段とか輸送コスト、フェリーの

問題考えた場合でも、一体的に取り組んでいか

なければ訴える力も弱いし、市場での位置づけ

も弱くなる、そういうことを踏まえて努力して

いただきたいと思います。そういう中で今、重

油がこれだけ高くなると１～２年でだめだと言

われれば、宮崎県の園芸農業というのは消滅す

るということにもなるわけです。このことをど

うクリアしていくか、生き残らなければならな

いわけです。生産者としての手だてがあるのか

どうかというのを伺いたいんです。今の高値の

状態、Ａ重油なんかは下がる要素は余りないと

いうふうに思うんです。どうすればいいかとい

うことです。この辺は実際ピーマン等つくって

おられる皆さん方にお伺いしたいんです。

緒嶋委員の質○福田促成ピーマン共計委員長

問の件でありますけれども、重油の問題に対し

ては、これはという即効的な対策はございませ

ん。地道な努力によっての積み重ね以外にはな

いわけです。作型の変更というのはちょっと難

しいけれども、栽培技術のアップによって温度

をかけなくてできる方法とか保温対策とか、そ

の方法しかないわけなんです。今の物流改革と

一緒で、運賃コストの値下げと一緒ですよ。そ

れに対しても我々は当然取り組まなければいけ

ない。しかしながら、組合員と我々組織、役員

との認識の格差もありまして、なかなかそれが

生産者に浸透しない部分もあります。しかしな

がら、重油はこれから先も高値安定でいくんだ

という前提のもとに、これからますます技術力

のアップで単収を上げるというのが我々のでき

る最大限の努力ですから、油の消費量を減らす

ことはできない。しかし、その技術によって単

収１トンでも２トンでもアップすることは我々

の努力でできるわけですから、それを特に生産

者には訴えているところであります。

それと永友委員の説明ですけれども、県下Ｊ

Ａがなかなかまとまらん、これは現実です。一

つの株式会社と組合と考えた場合 株式会社だっ、

たら当然一元化、一本に集約されているはずで

す。トップダウンで社長の命令一つでできるわ

けですから。でも、組合となると、幾ら組合長

やら理事がおっても、すべてが生産者の合議の

上でなされるわけです。だから、宮崎県のＪＡ

の中でも温度差があるわけです。私はＪＡ宮崎

中央です。緒嶋委員は高千穂ですね。高千穂は

山間地域ですから、対応もまた難しい面があろ

うかと思いますけれども、そういうことによっ

てトップたちは、役員さんたちはやらなければ

いけないという認識は常に持っているんですけ

れども、いろんな理事会の中、部会の中で反対

意見が出て、何でおれの地域だけがそこから撤

退するのかと、すべてそれなんですね。しかし

ながら、こういう事態になったから、組合も部

会もそれを訴えて、徐々に徐々に生産者もこれ

ではいかんという雰囲気に、これから先１～２

、 、年内にそういう認識を持ってもらって 一本化

集約というのが急速になされなければ、我々輸

送園芸地帯は大きなマイナスになっていくん

じゃないかと私は思います。それでますます産

地間格差がついて、じわじわと輸送園芸地帯の
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力が弱っていくわけですね。それに対して経済

連初め、我々の組織もやらにゃいかんと。それ

とやはり行政とが一体となって知恵を出し合っ

てやらなければならないと私は思います。いろ

んな生産者の中でも、何でも補助金、助成をし

てくれと言われます。確かにもらう金はいいで

すよね。しかし、僕も役員の一人として、そん

なに多額な助成を農業ばかりやることはできな

いんじゃないかと思います。決まっている金額

を均等に配分するんじゃなくて、こういう時世

に合った、問題を解決する序列を決めて、順序

を決めて、それに対して行政も最大限の力を発

揮、助成をしていただいてこういう改革をなし

遂げなければ、何度こういう会議をやっても同

じことの堂々めぐりで前に進まないんじゃない

かなと思います。

フェリーが宮崎県でＲＯＲＯ船と○緒嶋委員

いうんですか 「南王丸」というのが日南から細、

島に寄って向こうに行くというのがありますけ

れども、これは本当に宮崎の園芸農業を考えた

場合にメリットがどの程度あるのかなという気

がするんです。ないよりもあった方がいいとい

うのはわかるけど、そのあたり部長はどう考え

ますかね。

ＲＯＲＯ船の○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

問題につきまして一言述べさせていただきたい

というふうに思いますが、緒嶋委員がおっしゃ

いましたように、これはないよりもあった方が

ましということで、日曜日１便ですけれども、

知事さんがおっしゃるには、２便なり体制等も

考えておるということでございます。それはそ

れなりに大事なことであるというふうに認識を

しておりますが、実際の青果物の輸送の部分か

ら見ますと、今、我々、３日目販売ということ

でやっておるんですけれども、ＲＯＲＯ船を使

いますとそれが１日延びるという形で、品質面

、におきますところのことを言われるのであれば

輸送面で販売日が１日おくれるという、これは

現実問題としてあるわけでございまして、そう

いったこと。それから、通常のフェリーであり

。ますとかトラックをすれば３日目に販売できる

ＲＯＲＯ船は４日目でございますが、販売上の

ダブりが出てくるわけですね。３日目に送った

部分のキュウリが４日目に、その前の日はトラ

ックで輸送した分とダブりで、ＲＯＲＯ船が着

いたときにダブる。現実問題としてそういった

部分も考えていかなくちゃならん。ＲＯＲＯ船

を使う品目、トラックを使う品目、配車体制が

難しいという、現実問題に直面するという部分

がございます。非常に難しい。今、述べられて

いる部分でも週２回しかないということはある

意味でネックかなと。それと今言ったようなダ

ブりの部分であるとか、そういったことで非常

に問題も課題も残されている部分がある。しか

し、ないよりは当然あった方がいいということ

ですが、我々としては先ほど来要請をいたして

おりますように、京浜航路の再開に向けたカー

フェリーの方が非常に価値があるというふうに

とらえて、現実としてはそういう考え方でござ

います。

県の農政の人は、フェリーがなく○緒嶋委員

なったことは生産者にはその実害は出ていない

んだという認識があるわけです。中央の経費と

いうのは輸送業者が自分で消化しておるという

か、自分の方が責任を持っておるから、生産者

には実害は出ていないという認識、私はこれは

間違いだというふうに思うし、こういうことを

見ればですね。そのあたり、生産者の立場でそ

ういう県の姿勢についてどう思われるか。

実害というこ○山口ＪＡ経済連園芸農産部長
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とではなくて、あの当時は貝塚航路自体の代替

として南港とかありますので、そういった部分

で被害というのは最小限に抑えられるんではな

いかというふうに考えて私は新聞記事等でも見

ていたところですけれども、決して実害がない

というふうな発言ではなかったかのように聞い

ておりますけれども、実際問題としては、フェ

リーのコンテナ枠がなくなるわけですから、そ

れは大きな部分だというふうにとらえておりま

す。

実害というか、影響がないという○緒嶋委員

言い方だったですね。影響がないということは

あり得んわけです。鮮度が落ちるとか、市場価

格が低迷するとか、いろいろ言われたように、

３日目に出荷するのが４日目になったり、いろ

いろ出るわけですからね。そういうことを考え

たら、フェリーがなくなったことは、宮崎県の

輸送園芸にとって危機的な認識を持って取り組

まなければ大変なことになるよと、そういう影

響がないとかいう生半可なことを言っておって

は宮崎の輸送園芸は成り立たんというのは我々

みんなの認識だったわけです。そういう点で生

産者としてはフェリーがないということだけで

も不安というか、本当に宮崎県の輸送園芸は成

り立つかという認識を皆さん持っておられるん

じゃないかと思うんですが、そのあたりはどう

ですかね。

今の認識のこ○福田促成ピーマン共計委員長

とですけれども、確かに一生産者はそこまで認

識のない人もたくさんおられると思います。し

かしながら、こういう役員さん、地域の支部の

役員さんとかそういうものに関心のある方は理

解をしているんじゃないかと。しかしながら、

私も、宮崎からカーフェリーがなくなったら輸

。送園芸地帯の弱体化に必ずつながると思います

フェリーも 海上コンテナが主流になりつつあっ、

たときにこういう事態になったわけであります

けれども、ピーマン一つとっても、今のコンテ

ナは容積率が小さいものですから、ピーマンを

少しでも１つのコンテナにたくさん詰めようと

いうことで、改良型のコンテナも国と県と一体

となって助成もらいながら、20基、40基ふやし

てこれからコンテナ輸送を本格化させようとい

う時期にこういう事態になったわけです。しか

しながら、これをやらなければ、どこの産地も

トラック輸送なんです。しかし、その中でも宮

崎県は一番西南地にあるわけですから一番コス

トがかかるわけですから、これはだれが考えて

も周知の事実だろうと思います。実害というの

は、送るべき品物があってフェリーがなくなっ

たばかりに送られなかったというのが実害じゃ

ないかと思うんです。しかしながら、いろんな

努力によって、トラック輸送と大分航路とかを

使いながら滞りなく輸送はできたわけです。し

かしながら、やっぱり運賃、輸送コストがアッ

プになったわけです。少しでも運賃コストを下

げるためには宮崎から直接東京に送るというこ

とを考えなければ、これから先、５年、10年、

長い目で見れば弱体化につながっていくんでは

ないかと。日本の農業の中で最後に生き残る、

施設も含めて、野菜園芸地帯は、やはり大都市

近郊だと言われているんです。関東平野、ここ

が最後に残る日本の園芸地帯だと言われている

わけですから、宮崎県はそれをにらんで何らか

取り組まなければ、今の状態で少しの工夫、コ

ンテナの工夫とかトラック便の工夫とか、県内

ＪＡ集荷場を集約してトラック便を減らすとい

うのは大きな支出にはならないわけです。それ

はやって当然なんです。それをすることによっ

て輸送コストが半分に減るとかそういうことは
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ないわけです。わずかに減るだけです。わずか

に減る部分だけでもこれだけ皆さんと一緒に努

力をしなければまとまらないわけです。ですか

ら、それだけをやったからもう輸送はいいわと

いう意味じゃないんです。やはりここから大量

に船で運ぶことを考えなければ、これから先、

農畜産物、工業製品を含めて宮崎のこれからの

。繁栄はないんじゃないかと私は思うところです

時間がないようですが、一元集荷○中野委員

の問題、原油価格の高騰の問題等々たくさんお

聞きしたいんですが、ただ確認だけをさせてい

ただきたいと思います。宮崎県の置かれている

状況から、私は、京浜航路の再開、これが一番

、 、だとずっと思い続けてきたんですが ところが

今までそれが聞こえてこなかったような気がす

るんです。その訴えを今までずっとされておっ

たのかということだけを確認のためにお聞かせ

ください。

それにつきま○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

しては、我々県の部門とずっと毎日のように話

し合いをさせていただいておりますし、京浜航

路再開をお願いしますとまで直接的な要求はし

ておりませんが、こういった再開が一番早道だ

という話はお互いにしてきております。

具体的なことを流通に関して○外山三博委員

お尋ねというか、確認させてもらいたいんです

が、油が上がって運賃が当然上がってきて、ト

ラック業界から具体的に言えば経済連に対して

値上げの要請が当然あってきたと思うんです。

それが今どういう形にあるのか、そしてその分

が生産者に具体的に負担が行っているのかどう

か、その現実をお話をいただきたい。

運賃の問題に○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

つきましては、ＪＡの運賃体系を申し上げてお

かないといけないんですけれども、今、運送会

社とＪＡと契約をしてやっているんです。それ

を個々の13ＪＡでずっとやっていたんです。そ

れでやるとなかなかまとまらないので、物流改

革の中で、経済連と各運送会社とＪＡ、三位一

体で契約を結びましょう、そこの中で効率化を

図っていきましょうという提案をやっていると

ころなんです。トラック協会が中心であります

とかそういった部分もありますが、ずっと数十

年来、ＪＡとそれぞれの地域のトラック運送会

社さんと契約を結んでおった部分がございます

ので、それを個々でやっていくとなかなか効率

化にもならないよということで、今、経済連が

中に入って全体的な運賃の見直しをやりましょ

うと。運賃は個々のＪＡの中における契約です

から、値上げ要請が個々の運送会社から上がっ

てきておるというのは耳に入っておりますが、

そういった部分を一律で我々としては合理化案

を出す中でこういうふうな運賃体系に持ってい

きましょうという提案を具体的に今それぞれの

運送会社さんと個々に詰めていっている現状が

あります。個々のＪＡが契約をしておりますの

で、個々のＪＡを排除するわけにはいきません

ので、ＪＡと経済連とそれぞれのＪＡと関係の

ありました運送会社、その３つが同じ会議の中

で立っていただいて、我々としては宮崎県の運

送体系、運賃体系をこういうふうに持っていき

たいと経済連からの提案を各会社の方に投げか

けている。それでできるかできないか、一緒に

やっていきましょうという話をさせていただい

ている現状にあります。

そうしますと、現状では値上○外山三博委員

げを容認して、それが生産者に負担が行ってお

る例もあるし、前の運賃体系のところもあると

いうことなんですか。

値上げ要請は○山口ＪＡ経済連園芸農産部長
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来ておるというふうに思いますが、今はぎりぎ

りの中で、各ＪＡ、生産者の方々も販売価格が

上がらない中で苦慮しておるわけでございます

から、現状維持の運賃の中で精いっぱい各運送

会社さんとは各ＪＡがやっておるところでござ

います。しかしながら、今後そういうことでは

なくて、県下の配送体制をするにはやっぱり県

下一元の運賃体系に持っていかないと、なかな

か効率化とかできませんから、それは今後、経

済連とＪＡと運送会社との中で、我々が提案を

しています運賃体系というものは我々の中にあ

りますので、それをトラック協会なり、それぞ

れの個々の運送会社さんと協議に入らせていた

だいておるということでございます。

大変お先真っ暗みたいなところか○萩原委員

らどう光を見出すかということですが、２点お

尋ねします。１点は、航路が４つありますね。

後ろから２枚目に書いてありますが、この航路

の利用状況を、アバウトのパーセントを教えて

いただければいいと思います。それが１つ。も

う一つは、県の職員が２人ぐらいＪＡの方に派

遣なり出向されておりますね。その人たちはど

ういうポジションでこういう問題に取り組んで

いるか、その２つだけお尋ねします。

最初の部分で○山口ＪＡ経済連園芸農産部長

の割合というのは、事務局では持っております

けれども、私、頭に入っておりませんが、５ペ

ージの一番上、大分のシャトル・ハイウェイラ

イン、大分大在港から久里浜の方に行く便、こ

れについてはかなりの量、毎日のように利用さ

せていただいている実態があります。これは非

常に利用頻度が高い部分でございます。それか

ら、ブルーハイウェイライン、志布志から大阪

南港に行く分については、ＪＡの南の方、串間

市大束とか串間の部分ですね、そちらからの甘

藷でございますとかそういった部分での利用を

させていただいておりまして、利用の頻度は、

そういった農協は偏りますけれども、そういっ

たところで利用をさせていただいておるところ

でございます。一番下のダイヤモンドフェリー

等については、全くゼロではありませんけれど

、 、も 今後利用を拡大していきたいということで

目下それぞれ配車部署がアプローチをかけて

いっているということでございます。詳しいパ

ーセント等については、後ほどでよければ提出

をさせていただきたいというふうに思います。

それでよろしいでしょうか。

第２点目の県行政から経済連の方に出向いた

だいております２名の方については、全体的な

物流に伴いますところの部分についても県本部

との調整役の方をやっていただいておるのは当

たり前でございますけれども、それぞれ主たる

任務というものをお持ちでございまして、技術

主幹ということで技術的なアドバイスを我々に

いただくということでお一人、もうお一人の方

は、県と一緒になりまして青果物なり、それぞ

れ畜産物もそうですけれども、全国的に販売を

していこうと、ブランド確立のための要員とし

て私どもに来ていただいております。そういっ

た主目的の任務はございますけれども、こうし

た大きな問題等については県当局との窓口に

。なっていただいておるということでございます

今の現状の中で営農を例えば○外山良治委員

やめたといった方が出てきているのかどうか。

私、赤江に住んでいるんですが、赤江で中央市

、 、場に青果物 軟弱葉物を納めている農家の方が

例えばピーマンの従事者がみずから命を絶った

、 、と こういったことをよく話しているんですが

そういった農業の現状というものがあるのかど

うか、教えていただきたいと思います。
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西都の例し○井口促成ピーマン共計副委員長

か知りませんけれども、具体的な例を言わせて

いただきます。現実的に離農される方は若い方

もおられます。ことしで30半ばぐらいの人で今

からどんどんやれるなと思った人がハウスを壊

しているから何でかなと聞いたら、建て直しか

なと思ったんですけれども、やめましたわとい

うふうに聞きました。昨年の台風で被災されま

してやめられた方もおります。もうピーマンは

つくれんと、これだけ被害受けたらということ

でやめられた方も何人もおられます。高齢化等

によりまして当然反別の減少、そしていつやめ

ようかというふうな現状の方もおられます。農

家の経営内容ですが、西都の中にも農家経営が

厳しくてＪＡの方の指導を受けなくてはいけな

いような農家も当然出ております。私の知って

いるのは以上です。

以上で意見交換を終わらせてい○河野委員長

ただきます。本日は大変お忙しい中、御参加い

ただき、まことにありがとうございました。心

より厚くお礼申し上げます。委員一同、本日聞

かせていただいた貴重な御意見は今後の委員会

。活動に十分反映させていただきたいと思います

最後に、皆様方の御健勝と今後ますますの御発

展を心からお祈り申し上げまして、簡単でござ

いますが、お礼の言葉とさせていただきます。

本日は本当にありがとうございました。

これで意見交換会を終了いたします。

次に、社団法人宮崎県工業会との意見交換会

を開催しますが、入室のため、暫時休憩いたし

ます。

午前11時８分休憩

午前11時11分再開

意見交換会を再開いたします。○河野委員長

これから社団法人宮崎県工業会の方々と意見

交換会をさせていただきますが、一言ごあいさ

つ申し上げます。私は、宮崎県議会総合交通・

流通対策特別委員会の委員長を務めさせていた

だいております延岡市選出の河野哲也でござい

ます。当委員会は、本県の総合交通及び流通に

関する調査を行うことを目的として設置された

委員会でありまして、総合交通網の整備促進や

県民の移動手段の確保、本県生産物の流通など

幅広い観点からさまざまな調査活動を行ってい

るところでございます。本日は調査活動の一環

として、本県物流の現状と課題につきまして意

見交換会をさせていただきたいと考えておりま

すので、何とぞよろしくお願い申し上げます。

御出席いただきました皆様方には、大変お忙し

い中、御協力いただきましたことに対し心より

感謝申し上げます。簡単でございますが、ごあ

いさつとさせていただきます。

次に、委員を紹介いたします。まず、私の隣

が日向市選出の十屋幸平副委員長です。続きま

して、皆様から見て左側から、宮崎市選出の川

添睦身委員です。宮崎市選出の外山三博委員で

す。都城市選出の萩原耕三委員です。日南市・

南那珂郡選出の外山衛委員です。小林市選出の

宮原義久委員です。続きまして、皆様から見て

右側から、西臼杵郡選出の緒嶋雅晃委員です。

児湯郡選出の永友一美委員です。えびの市選出

の中野一則委員です。宮崎市選出の外山良治委

員です。延岡市選出の山口哲雄委員です。どう

ぞよろしくお願いいたします。

それでは、宮崎県工業会川井徳之専務理事よ

りごあいさつ及び御出席の皆様の御紹介をお願

いいたします。

皆様、こんにち○川井宮崎県工業会専務理事

。 。は 社団法人宮崎県工業会の川井でございます
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きょうはこのような機会を設けていただきまし

てまことにありがとうございます。

早速ですが、御紹介させていただきます。皆

様の方から見て右側が旭化成延岡購買物流グル

ープ長の高野善広様でございます。私の隣が王

子物流株式会社日南事業所長の児玉満之進様で

ございます。皆様から見まして左側ですが、旭

化成延岡支社延岡総務部長の水永正憲様です。

その隣が私どもの工業会の羽生宗浩でございま

す。その隣が旭有機材工業株式会社取締役延岡

本社統括室長の矢野源治様でございます。以上

のメンバーで進めてまいりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

最初に、簡単に宮崎県工業会の概要につきま

して御説明をさせていただきますが、皆様方の

お手元にＡ４、１枚の紙がございますのでごら

んいただきたいと思います。設立の目的でござ

いますが、宮崎県工業会は、企業経営の基盤の

強化と技術力の高度化を図りながら、宮崎県の

工業の振興を図り、さらに地域社会の発展に寄

与するという目的で平成４年12月１日に設立を

いたしております。役員構成等につきましては

記載のとおりでございまして、会員数が現在、

正会員、賛助会員含めまして334でございます。

事業の内容につきましては、見開きのカラー

刷りのパンフレットがございますので、これを

ごらんいただきたいと思います。開いていただ

きまして中ほどに主な事業の内容というのがご

ざいますが、最近特に力を入れております事業

は、左側の写真の上から２番目の産学交流の振

興ということで、技術力の向上、経営基盤の強

化ということに力を入れております。２つ目に

は、真ん中の列の中央部ですが、県内の受注拡

大のための事業ということで、皆様方も御存じ

のとおり、ものづくりの宮崎県内の技術を生か

しまして、最近、宮崎県自動車産業振興会を立

ち上げまして、宮崎にも自動車の振興を図ろう

という動きを強めております。３つ目が優秀な

人材の育成ということで、ものづくり革新大学

等を通じまして人材育成を進めているところで

ございます。

以上、簡単でございますが、宮崎県工業会に

ついて御説明をいたしました。

それでは、早速概要等の説明に入りますが、

最初に、旭化成延岡支社総務部長の水永正憲さ

んより一言お願いいたします。

旭化成延岡支○水永旭化成延岡支社総務部長

社の水永でございます。きょうはこのような機

会をつくっていただきまして本当にありがとう

ございます。

旭化成では、延岡、日向を中心にしまして事

業活動を進めてまいりました。この40年間のも

のづくりの結果、工業出荷額ということになり

ますが、この推移を見てみますと、この40年で

約６倍強に拡大をしていますけれども 最近の20、

年間ではほぼ横ばいという状況でございます。

これは経済のグローバル化が進みまして、海外

生産との競争が激しくなったということなんで

すが、今後、延岡、日向で事業活動をさらに成

長発展させていく上で最大の課題は物流問題だ

と考えております。最近、社内でもこの物流問

題についていろいろ議論を重ねているところで

すけれども、ぜひ国や県の行政にお願いをして

助けていただきたいと思っていることがござい

ますので、きょうは当社の物流の現状の説明に

あわせまして、お願い事項を幾つか申し上げさ

せていただきたいと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

それでは、旭化○川井宮崎県工業会専務理事

成の高野善広さんの方から具体的な内容を御説
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明いただきます。

それで○高野旭化成延岡購買物流グループ長

は、お手元の方に資料が行っているかと思いま

す。旭化成延岡地区の物流の実態ということで

ございます。カラー刷りで全部で８ページの資

料になってございます。

１ページ目は、下のところに地図が出ており

ますとおり、東海地区から日向地区まで約25キ

ロぐらいの幅にわたりまして工場群が展開して

おります。

次、２ページ目のところを見ていただきまし

て、上の部分は、水永が申し上げましたとお

り、65年から05年までの推移をとっております

が、過去20年間では、85年と05年の工業出荷

額2,000億強というところで変わってございませ

ん。ただ、特徴的には、過去は繊維であり、ケ

ミカルズ、化学品の生産が中心であったんです

が、05年度の数字ではエレクトロニクス、ファ

ーマという分野が約４割を占めるようになって

。 、 、おります 続きまして 下の表のところですが

旭化成の物流の輸入について申し上げますと、

輸入量につきましては、船で約60万トンぐらい

輸入しておりまして、細島港の全輸入量の４分

の１から３分の１ぐらいを占める状況というこ

とになっております。

続きまして、３ページ目の上の表は出荷量の

方ですが、出荷につきましては、年間で約65万

トン出荷しておりまして、そのうち半分がトラ

、 、 。ック ２割がローリー 液物を運んでおります

あと海上で物流しておりますのが、輸出、内航

合わせまして16％ぐらい、これも輸出ベースだ

けで見ますと細島港の利用の約４分の３が旭化

成の貨物ということになってございます。

、その次のページから現状と問題点を海上輸送

陸上輸送、ＪＲ輸送という形で申し上げます。

海上輸送につきましては、延岡からの輸出量は

年間８万2,000トンということです。このうち、

細島港を利用できない貨物が今、１万トン強ご

ざいます。利用できない理由というのが、細島

港における海外向けの定期航路の便数が限られ

ていること、それから便が週末に偏っておりま

して、韓国の釜山行きでも金土日という出荷曜

日になっております。３番目、輸送に要する延

。 、べ時間が非常に長くなっている 細島に寄って

志布志に寄って、いろんなところに寄ってから

釜山に行くということで延べ時間が非常に長く

。なるというのが問題として挙げられております

繰り返しになりますが、環境問題を考えると、

より輸送距離の短い細島港の便数がふえて細島

から出荷できることを当然ながら望んでおりま

す。このためには、細島出荷日の分散化、先ほ

ど申しましたように現在、金土日ということで

すが、これの分散化、それから日数がかかると

いうことの短縮による利便性の向上ということ

で、細島から釜山行きの直行ルートの開発とい

うのが必須かなというふうに思っております。

次のページのところで陸上輸送につきまして

申し上げますと、高速道路の関係は既に御承知

のとおりかと思いますが 延岡というのは人口10、

万以上の工業都市の中で高速道路のインターチ

ェンジから全国一遠いという現状になってござ

います。次に、一般道の方ですが、一般道の方

の延岡―日向間について、これは10号線が渋滞

いたしまして、通勤時間帯では10分から15分間

ぐらいのおくれが常時生じております。これに

よる経済的損失というものも大きくなってござ

います。この対応策としまして、下のところに

書いてございますが、通勤時間帯の延岡南道路

の料金を安くすることで一般自動車道による利

用を促進し、10号線の渋滞を緩和することに結
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びつけてはいかがかというふうに思っておりま

。 、 、す 一ツ葉道路で行ったような 料金を安くし

通行量をふやす実験を延岡南道路についてもお

願いできないかというふうに思っております。

続きまして、次のページのＪＲの輸送の関係

ですが、ＪＲの輸送というのは、改正省エネ法

の観点からいきますと、モーダルシフトという

点ではＪＲに転換するのが一番効果が上がるや

り方かと思いますが、現時点では輸送コスト面

で、延岡駅で取り扱えるコンテナのサイズが12

フィートコンテナということで小さなコンテナ

に当たるものですから、トラックに積んでそれ

をフェリー輸送するなりＲＯＲＯ船で輸送する

というコストに太刀打ちできないというのが現

状になっております。したがいまして、延岡駅

でコスト競争力のある大型の、大型といいます

のは20フィーター以上のコンテナが取り扱える

ように要望しておる次第でございます。また、

他方では、ＪＲの積載率が棒グラフに出ていま

すが、60％ということで、このままで推移しま

すと、ＪＲ貨物さんの方からも２便あるコンテ

ナ列車が削減されるという可能性も示唆されて

いるような状況でございます。

以上が現状と問題点、要望です。

２点目のテーマの京浜及び貝塚航路廃止によ

る影響についてですが、現在、宮崎県北という

意味ではフェリーはＲＯＲＯ船を除けばすべて

なくなっております。海上輸送面では陸の孤島

になっているという状況です。延岡からの関西

関東への輸送の実態としまして、平均的には関

東は１日当たり最低でも４車、関西につきまし

ては同じく７車の出荷がございます。フェリー

の廃止後は、一部の貨物を例えば大分の港まで

運んでいって輸送しております。この結果、輸

送コストのアップということにもなりますし、

改正省エネ法という問題からしますと、逆行し

た動きという状況になってございます。

次に、７ページ目のところの上に書いていま

すが、特に八興運輸のＲＯＲＯ船が週に３便、

日火木という出荷日になっておりますが、これ

が未就航の日には、大分からのフェリーも相当

、 、ここに集中するものですから 枠がとれなくて

結局四国とかあるいは北九州経由でトラック輸

送をせざるを得ないというような状況になって

おります。燃料の高騰もありまして非常に大き

なコスト負担ということです。ただ、幸い、総

合交通課や港湾課の方々の御支援を受けて、ま

た王子製紙さんの御協力を得まして、週１便の

関東向け航路が８月20日に就航いたしました。

今のところ週１便ということですし、積める台

数もマックス10台ぐらいというふうに聞いてお

ります。まだまだ理想からは遠い状況ですが、

やっと関東向けが再開したところですので、こ

の状況を見守りたいというふうに思っておりま

す。

下のところのこれからの物流体制についてと

いうことなんですが、延岡の物流手段そのもの

というのは非常に貧弱です。延岡の物流コスト

が高いということが、先ほど水永が申し上げま

したように、新規の工場進出を検討する際には

必ず問題として上がっております。多くの物流

、 、手段がありませんので 弊社といたしましては

陸路、海上、ＪＲの輸送でバランスのとれた物

。流を理想としたいというふうに思っております

最後のページになりますが、現実的には海上

輸送やＪＲ輸送にはまた縮小になるというよう

な危機感がありまして、ＪＲの問題では先ほど

も申し上げましたように輸送サイズから生じる

コスト高の問題もあります。このままでは海上

輸送やＪＲ輸送には縮小の危機が将来訪れるか
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もしれません。これを回避するためには、物流

というのは御承知のとおり貨物量がどれだけ集

められるかということが勝負です。弊社だけで

は物量が不足しているというか、限りがありま

すので、県北地区の企業誘致を拡大していただ

くとか、あるいは行政のネットワークを通じま

して荷主の掘り起こしというものを図っていた

だくということをお願いいたしまして、説明を

終わらせていただきます。

王子物流の児玉○川井宮崎県工業会専務理事

所長、お願いします。

王子物流の児玉○児玉王子物流日南事業所長

でございます。

私どもの方は御質問に対するお答えという形

、 。のＡ４ １枚の用紙しか用意してございません

、企業の説明というところはないんですけれども

私ども王子物流は王子製紙の物流部門を担って

おります。王子製紙の日南工場は、天然の良港

である油津港の海上輸送を中心に物流を行って

いるという状況でございます。工場に入ってく

る貨物の中心は外国からのチップが月間３万ト

ン、それとボイラーの燃料としての廃タイヤが

、 、海上から3,000トン 九州地区からは4,000トン

合計7,000トン、あと製紙にかかわる薬剤関係

が3,000トン、これも海上ということで、私ども

はほとんど海上ということになっております。

製品輸送も専用船である 南王丸 で約１万5,000「 」

トン、あとは鹿児島の志布志港からフェリーと

いう形で、私どもの要望といいますのはやはり

油津港の整備です。あと油津港にはタグボート

がないので、荒天になると船が入船できないと

いうような問題もございます。

「南王丸」の件につきまして、８月20日から

細島港へ寄るということで期待を寄せられてお

ります。ただし、宮崎県下への荷物が非常に集

荷しづらいという状況で、船舶も往復の荷がな

いとなかなか運用できないということで、県に

は産業を育成していただいて、宮崎県下への関

東関西からの荷物、貨物が集まるように力を添

えていただければと思っております。

大変短いですけれども、以上でございます。

それでは、きょ○川井宮崎県工業会専務理事

うお見えです旭有機材の矢野室長に一言お願い

したいと思います。

旭有機材の○矢野旭有機材延岡本社統括室長

矢野でございます。

内容につきましては、私どもも県北をマザー

工場にしておるものですから 旭化成さんが言っ、

た内容と問題点はほとんど同じでございます。

ただ、我々が商売する中で知っていただきたい

ことを二、三、お話とお願いをしたいと思って

います。

まず、１つは、今のユーザーの要求というの

は小口化、短納期化、ローコスト化という形で

の、これは物流に関する内容ですけれども、と

いうのが非常に要求されています。これにいか

にこたえるかというのが我々の効率的な配送シ

ステムをどうするかということの一つのポイン

トでございます。先ほど旭化成さんから言われ

た内容とほとんど同一でございます。これがま

ず１点。

２つ目に、もう一つは環境問題、ＣＯ をいか２

に削減していくかということが我々工業界とか

ものをつくっている会社に対して要求されてい

２る内容でございます。その一つに物流でのＣＯ

削減ということです。モーダルシフトというこ

とを今我々は取り組んでおります。これは燃料

を、要するにＣＯ を発生するのをいかに少ない２

ものに変えていくかということと、発生させな

いためにはいかに短縮するか、この２点に絞ら
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れてやっております。モーダルシフトというそ

の一つの手段としては、ＪＲ、船便を使うとい

うのは大きなことでございます。問題点の細か

い内容については、具体的には先ほど言った旭

化成さんの内容と同じでございます。

あと１点、私どもの企業が特に今取り組んで

いる内容が海外への展開ということ、グローバ

ル化ということを非常に強めております。まだ

現在のところ海外への出荷というのは非常に少

ないんですけれども、現状はほとんど神戸あた

りに行って、それから海外に持っていくという

ようなことをやっておりましたものですから、

細島から直接アメリカに行く便というのは、こ

れは神戸から直接出るんじゃないんですけれど

も、韓国の釜山の方に行ってそこから集約され

ていくというような形で、中継するという形に

なっておりますけれども、これを今後整備して

いかないと海外への展開というのが厳しくなる

と思っています。旭化成さんの資料の中にその

ことが書いてあるとおりでございます。

そういうことを踏まえますと、私どもで一番

要望したい内容というのは、宮崎県というのは

結構いい港があると思っています。ここらあた

りを利用していかに荷物を集めるか、トラック

便にしてもそうなんですけれども、いかに荷物

を集約できるかということが一つのポイントに

なるんじゃないかと思っています。我々工業製

品、農業製品、商業製品、これを集めることを

何か行政のネットワークを通じてぜひお願いで

きればと思っています。これは一つ大きなポイ

ントじゃないかと思っています。個々について

はそれぞれございますけれども、ここのところ

だけはぜひお願いして、我々も前向きに取り組

んでいきたいと思っていますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

。○河野委員長 どうもありがとうございました

高野様、水永様、矢野様は途中で退席されると

いうことですので、もし委員の方からお聞きに

なりたいことがあれば先にお願いしたいと思い

ます。

ＪＲを利用したコンテナの利○外山三博委員

用、私もこれから大量輸送、コスト面を考えて

も将来取り組まんといかんだろうと思っておる

んですが、先ほどの話で、小さいので大きなコ

ンテナが必要だという話でしたね。これは列車

がそういうふうな形になっているんですか。そ

れとも列車はいいんだけれども、たまたまコン

テナが小さいということなんですか。

列車そ○高野旭化成延岡購買物流グループ長

のものは特に問題ないというふうに聞いており

ます。ただ、12フィーターのものの重量と20フ

ィーターのコンテナの重量、これを比べますと

当然ながら20フィーターのコンテナの方が全体

重量が重くなります。これを積み上げて貨車に

載せる設備が今のところ延岡にはないというこ

とで載せられないという状況になってございま

す。したがいまして、そういう設備、もちろん

多少、後背地等の整備も必要かと思いますが、

そういう機械設備的なところの不足によって大

型化ができないというふうに聞いております。

農業団体の方と話をする中で○外山三博委員

も、農産物の輸送も将来これを視野に入れたこ

とを考えていかなくちゃいけないという話で、

農産物の場合、大きいコンテナがいいのか、小

さいコンテナがいいのか、よくわかりませんけ

れども、それも今後の大きな課題として我々も

検討していきたいと思います。

もう１点、細島港から外国に行く、特にハブ

港である釜山に行く船の便が余りよくないとい

うことですね。これはたまたま品物が少ないか
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ら船が来ないのか、船が来てもそれを積む陸上

のクレーン等々が未整備なために来ないのか、

そこはどうなんですか。

両面あ○高野旭化成延岡購買物流グループ長

ろうかと思いますけれども、特に大きなものは

やはり荷物の集荷量が絶対的に少ないのかなと

いうふうに思っております。先ほども申し上げ

ましたように、３便はあるんですけれども、そ

れが全部週末に偏っておるものですから、先ほ

どもちょっと触れましたとおり、やはり国内な

んかは特に顕著なんですけれども、ジャストイ

。ンタイムという考え方で出荷が望まれています

海外においてもやはり同じようなことが望まれ

ておりまして、週の後半だけに偏る物流という

ことに関しまして非常に問題があると。むしろ

小倉あたりに持っていけば毎日例えば上海行き

、の便があるとかいう対応がとれるということで

そちらの方に荷物を持っていくというケースが

多いという現状でございます。

週末になぜ偏るんですかね。○外山三博委員

結構です。

旭化成さん、日向に工場誘致、４○緒嶋委員

区というのは、未利用地といったら失礼かもし

れませんけれども、かなりな遊休地があるわけ

ですね。最初のときはそこまでも活用して、工

業出荷額、今2,000億ぐらいと言われるですね。

これが余り変わらない。宮崎県の産業振興を考

えたら、農業振興ももちろんですけれども、第

２次産業をいかに活性化するかというのは宮崎

県の大きなテーマでもあるわけです。その中に

なると、2,000億の出荷額が、内容は変わってき

たということですけれども、そういう遊休地が

ありながら、何とかしたいけれども、できない

というのは、やっぱりネックは物流というか、

交通手段のいろいろデメリット的なものがあっ

て、旭化成さんとしても消費地に遠いとかいろ

いろな考えの中であの遊休地を有効利用ができ

ないという一番の大きなネックは何ですか。

まず１つは、○水永旭化成延岡支社総務部長

先ほどおっしゃったとおり、この20年間でいわ

、 、 、ゆるケミカル 化学分野ですね それから繊維

これは約半分ぐらいに減りました。なぜ減った

かといいますと、中国とか東南アジアとの競争

がございまして、そちらに移らざるを得なかっ

たというのが大きいと。一方、エレクトロニク

スとか、メディカルという、人工腎臓ですけれ

ども、これがふえました。これは軽いんです。

全部飛行機とかそんなに積んでも大した物流コ

ストがかからないと言われています。これまで

。の化学品とか繊維というのは非常に重いんです

そういう重くかかるものというのはどうしても

海外と競争で負けてしまって、技術的に付加価

値が高くて、かつ軽い、そういうものは延岡、

日向に立地が進んできた。そういう意味では物

流コストというのがこれから先、これまでもか

なりな部分を占めてきたということはございま

す。

日向１区、４区についてはまことに申しわけ

ないんですが、30年前にあれだけの広大な土地

を提供いただきながら、当時は石油化学コンビ

ナートをつくる予定でございました。石化コン

ビナートをつくるという計画であれだけの敷地

をいただいたんですが、オイルショックでそれ

ができなくなりました。したがって、これから

はそういうような膨大なエネルギーを使う、重

いものを使うような工場ではなくて、電気、組

み立てですとか、そういった形にシフトしてい

くだろうと思われまして、そうなればますます

物流が大事になる、こういうふうに認識してい

るんですが。
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将来東九州自動車道とかいろいろ○緒嶋委員

な、カーフェリーも将来何とか充実しなきゃい

かんわけですが、そういうものを考えたときに

新たに物流の基盤整備というか、そういうもの

ができれば細島なんかの有効活用というのは考

えられるものかどうか、あれ以上のことは限界

かという、そのあたりはどうですか。

その点につい○水永旭化成延岡支社総務部長

ては、これから先そういう港ということを考え

たときに、ハード面では相当整備をいただいて

いると思います。相当大きな船も着けるように

なっておりますし、後はソフトなんじゃないか

と。ソフトの最大は、荷物が行って帰って、行

きはあるんだけれども、帰りがない、帰りはあ

るけれども、行きがないという、こういう状況

で、我々もちょっと情報発信が足りなかったな

と反省しているんですけれども、ぜひこのあた

りは行政サイドのお力をいただいて……。むし

ろハード面ではかなり細島の整備は進んでいる

というふうに考えていいと思うんです。荷物を

寄せるとかそういったソフト面での工夫ができ

ればもっとあの地区の活用が進むんじゃないか

と。

物流のグローバル化とかいろいろ○中野委員

説明されて、行政に対するいろんな求められる

ことも御説明されましたが、我々も全く専門で

ないものだからいまいちぴんとこないんです。

これから行政がどう何をすべきかというのがわ

、 、 、からないわけですが 他県の状況 特に大分県

今、非常に元気がいいということで話を聞いて

おりますし、有効求人倍率もかなりいいわけで

す。大分あたりと比較して、どういう感じで大

分は進んでいるのか、現状はどうなのか、宮崎

県はこういう面がまだおくれているとか、比較

論で何かないものでしょうか。何か比較したも

のを聞かないとぴんといまいちこないものだか

ら、執行部の方は何か取り組んでいると思うん

だけれども、いろんな問題あれば教えていただ

けませんか。

全く中野委員が○川井宮崎県工業会専務理事

おっしゃったとおりでございまして、宮崎県工

業会のような組織が、大分、鹿児島、熊本、近

。 、県にございます 私も７月１日に着任しまして

全く同感でございまして、隣の大分は、私が調

べた金額では工業出荷額は大体６倍ぐらいある

ようでございますけれども、大分の場合はキャ

ノンさんとかいろんな形での進出が目覚ましい

し、ダイハツとか車も目覚ましいし、そういう

意味では産業の環境が随分違うと思いますけれ

ども、物流という切り口を共通の視点としてと

らえたときに何かあるんではないかということ

で、実は近隣の専務理事会を開いて、いろんな

形で共通のベースの議論をこれからやってみよ

うかなというふうに思っているやさきでござい

ます データベース等は九州産業経済局からしっ。

かりしたものが出ておりますので、これについ

てはまた後日、御提出を申し上げたいと思いま

す。

言われたとお○水永旭化成延岡支社総務部長

りなんですけれども、大分県の中津市にダイハ

ツが来たんです。これは日向市とほぼ変わらな

いんです。港があり、豊かな労働力があり、そ

ういったものがなぜ日向に来れなくて中津に

行ってしまったか、これはやっぱり反省すべき

。ことがあるんじゃないかという気もしています

それから、大分は別府湾からフェリーが出てい

ますし、高速道路も向こうの横断道路がかなり

早い時期に整備されましたし、ＪＲも、乗って

みると、小倉から大分までは「ソニック」とい

う立派な車体を使って何便も出ているんですけ
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れども、大分から延岡、宮崎まで来るのは非常

に古い「にちりん」で便数も少ないという、そ

ういう物流面の整備の違いが大分に相当先に

行ったと。これからは宗太郎を越えてこちらに

何とか持ってこれないかという時代じゃないの

かなという感じがいたします。

私も中野委員と同様な質問を○外山良治委員

したかったなと思うんですが、宮崎県の総生産

、 。額 たしか３兆1,000億ぐらいだったと思います

そのうち工業出荷額が約１兆円、そのくらい、

その２割が旭化成ということ、2,000億ぐらい、

これは新潟では４兆4,000～5,000億あったんで

すが、貧弱だなというふうな気がいたします。

そこで例えば大分はダイハツが来たと。この前

の新聞では、熊本にホンダのバイクの生産拠点

を移すと、そういう新聞を見たんですが、とな

れば、おたくらも自動車産業を視察ということ

をされておられるようですが、技術というのは

自動車産業一つにしてもすそ野が広い そういっ、

た視点でどういったことが宮崎県の工業振興の

ために必要なのかといったような話というのは

どのようにお考えでしょうか。

とりあえずもの○川井宮崎県工業会専務理事

づくりの技術ということで自動車について御説

明させていただきますと、御案内のとおり北部

九州は150万台体制ということで非常な盛り上が

りをしております。宮崎県についてはどうかと

いうことですが、７月に宮崎県は工業会の方で

宮崎県工業の自動車産業関連企業会を立ち上げ

ました。今度、宮崎県御当局のお力添えを得ま

して、宮崎県自動車産業振興会というのを正式

に立ち上げることになりまして、近県には大変

おくれておりますけれども、後々発ではござい

ますけれども、ダイハツみたいなメーカーが宮

崎にあるわけではございませんので、これから

は２次、３次のサプライヤー、要するに部品の

下請、その企業を佐土原にありますホンダロッ

、クさんを先頭にいたしましてこれから誘致運動

それから、ものをつくるについてのいろんな流

通の整備、そういうことをこれから図っていこ

うと思っておりまして、来月からスタートの予

定でございます。これにつきましてもぜひ御支

援をいただきたいと思っております。よろしく

お願いいたします。

先ほどからいろいろ御説明あ○十屋副委員長

りがとうございます。また、日向の細島港で活

用をいろいろ考えていただいておりますので、

感謝申し上げたいと思います。１点、王子物流

さんの方で日向の方に来ていただくようになっ

たんですが、荷物の心配をされていたようなん

ですけれども、実際日向から行くときに物がな

かなかないようなお話もちょっと聞いたんです

が、そのあたりはどうなんでしょうか。それと

また帰り荷の話をもう少し詳しくお聞かせいた

だきたいんですが。

まず、細島港の○児玉王子物流日南事業所長

取り扱いにつきましては、まだ８月20日から始

、まったばかりで何とも言えないんですけれども

確かに帰り荷は余りとれておりません。ですか

ら、これは細島港は細島港の方で努力していた

だくということしか私どもも言えないんで、我

々としては、油津港にしっかりと荷物を集める

ということをやっていくしかないと思っており

ます。細島に関しましては、ことしの２月に具

体的な話が出てきまして、急ピッチでやったも

のですから、いろいろ整備されてない問題がご

。「 」 、ざいます 南王丸 が就航するに当たりまして

今後大阪港をどう扱うかとかあります。これも

大阪港湾局との話がまだできておりません。そ

れから、日南工場の廃タイヤにつきましては、
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いろいろ許認可がございます。これも代替輸送

を考えるに当たって、許認可が申請してから４

カ月、５カ月と非常に時間がかかってございま

す。代替輸送の手だてがないというような状況

もございます。この辺の許認可権の問題もどう

にかしたいなと。県のお力でいろいろ九州の各

県と調整をしていただきたい。

それと全然違うんですけれども、油津港です

けれども、船が大型化されていっています。と

いうことで外材チップ船が今度、商船三井さん

が200メーター超える船をということになります

と、岸壁に２船着くのが非常に難しいという状

況もございますので、その辺の岸壁の延伸とい

うことも考えていただきたい。先ほど言いまし

たようにタグボートが油津港にはございません

ので、荒天時、志布志港か細島港からタグを来

ていただくと。この回航料が１回30万円という

ことで、回航料と使用料で１回当たり60万、で

すから入船したときに60万払って、次は出てい

くときにも60万払わなきゃいけないというよう

な問題がございまして、非常にコストがかかっ

てございます。この辺のところもどうにか県の

方で優遇をしていただきたいなと思っている次

第でございます。以上です。

以上をもちまして意見交換会の○河野委員長

方を終了させていただきます。本日は大変お忙

しい中、参加いただき、また大変丁寧な御説明

いただきましたことに感謝申し上げます。本日

は本当にありがとうございました。

これで意見交換会を閉会いたします。

暫時休憩いたします。

午前11時54分休憩

午前11時58分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

県外調査につきましては、行程案を資料１で

上げておきましたので、ごらんください。この

行程案で皆様から御意見がなければ進めさせて

いただきたいと思うんですが、いかがでしょう

か。

福岡空港に着いて昼食と書いてあ○緒嶋委員

るが、10時に着いて12時までは何もせんとです

か。

〔 北九州までの移動」と呼ぶ者あり〕「

新幹線で行けば早いのですが、福○近田書記

岡空港から駅まで行って、それから接続を考え

ると、バスで行くのと20分程度しか差がないも

のですから、乗換もありませんので、バスにし

ました。

よろしいでしょうか。○河野委員長

なお、後ほど書記の方から出欠の確認をしま

すので、よろしくお願いします。

次、協議事項の２ですが、次回の委員会につ

きまして、先ほど御審議いただきました県外調

査後、11月上旬に行うことを予定しております

が、次回の委員会について、説明、資料請求等

につきまして何か御意見はございませんか。

これは私どもの委員会だけ言って○山口委員

も仕方がないのかもしれませんが、各委員から

資料の提出を求めますと、結果として各委員に

担当部局から来て説明がありますね。ただ、そ

れは質疑応答がしたくて資料の提出を求めてい

るのであって、資料を出して各個別に説明をし

たからそれで終わりというと 何かちょっともっ、

たいない感じがするんですね。全体的な特別委

員会の時間帯もあるのかもしれませんが、可能

ならば、委員会の承認をいただき、説明して質

疑応答というのができるといいなと要望を申し

上げておきます。

検討させていただいて、また確○河野委員長
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認もさせていただきたいと思います。

最後になりますが、協議事項の３その他、皆

様の方から何かございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、確認の意味も含め、再度○河野委員長

今後の日程についてお話しします。次の委員会

としての活動は、先ほどもお話ししましたとお

り10月30日から県外調査となりますので、御参

。加いただきますようよろしくお願いいたします

また 次回の委員会は11月上旬 事務局案では11、 、

月８日（水曜日）午前10時からを予定しており

ますので、よろしくお願いいたします。

以上で本日の委員会を閉会いたします。あり

がとうございました。

午後０時３分閉会


